
TRUE WIRELESS
STEREO EARPHONES

TA-CI01TW 取扱説明書

梱包内容
　・ブルートゥースイヤホン ×　1set
　・充電ケース × 1個
　・TYPE-C⇔USB充電コード × 1本
　・スペアイヤーピース（Ｓ、L） × 各1set
　※Mは標準装着

　・取扱説明書 / 保証書 × 各1枚

●耳への装着方法
・イヤホン本体のL（左）R（右）をご確認ください。

・イヤホン本体を耳にはめ込んでください。

・はめ込んだ後、後ろ側に傾けてください。
  自身の耳でイヤホン本体が固定されます。

※耳の穴の大きさに応じて、付属のSサイズ、Lサイズの
イヤーピースと交換してください。

●片耳で使用する場合
・電源を入れる、電源を切る、着信応答、着信拒否、音楽の再生/停止は通常の両耳で使用する場合と
同じ操作方法となります。※但し、片耳で使用する場合、音量のUP/DOWN、曲送り/曲戻しの機能は使用できません。

・既に両耳で使用している場合、一方のイヤホン本体を充電ケースに収納すれば、もう一方のイヤホ
ンで片耳使用できます。※左右どちらでも片耳使用できます。

・片耳で使用してるときに、収納している一方のイヤホン本体を充電ケースから取り出して両耳で使
用することができます。

●イヤホン本体のリセット方法
片側だけ音が聴こえる、Bluetooth機器のデバイス一覧画面で”TA-CI01TW”が複数表示されるなど
の場合、左右のイヤホン同士のペアリングが解除されていますので、以下の手順に従ってイヤホン本
体をリセットしてください。
①スマートフォン等のBluetooth機器のデバイスに既に”TA-CI01TW”が登録されている場合は一度
　全て削除してください。
③Bluetooth機器のBluetooth機能をOFFにします。
②充電ケースからイヤホン本体を取り出します。
④左側のマルチファンクションボタンを3回早押しします。
⑤左側イヤホン本体LEDが赤と青の交互点滅、右側イヤホン本体LEDは消灯すれば、左右のイヤホ
　ン同士のペアリングは完了です。
　（⑤の状態にならなければ、④の動作を繰り返しおこなってください）
⑥左右のイヤホン同士のペアリングが完了しましたら、一度両側イヤホンを充電ケースに収納し、
　”ペアリング接続”へお進みください。

●電源を入れる
イヤホン本体の電源を入れる方法は２つあります。

方法１：充電ケースからイヤホン本体を取り出すと、イヤホン本体に電源が入り自動でイヤホン同士
がペアリングされます。（左右のイヤホン本体LEDが赤と青に交互に点滅し、約1秒後右側の
イヤホン本体よりLEDが消え、イヤホン同士のペアリングが完了します）

方法２：イヤホン本体の電源が入っていない状態で、マルチファンクションボタンを左右同時に約2
秒長押しします。（左右のイヤホン本体LEDが赤と青に交互に点滅し、約1秒後右側のイヤホ
ン本体よりLEDが消え、イヤホン同士のペアリングが完了します）

【各部の名称と製品仕様】

イヤホン
ハウジングR（右）

イヤーピース

イヤホン
ハウジングL（左）

高感度マイク

LED

マルチファンクションボタン

充電ケース

LED
（前面）

充電端子TYPE-C
（後面）

EARPHONES SPEC.

使用方法

●ペアリング接続
①2つのイヤホン本体を充電ケースより取出し
ますと、イヤホン本体の電源が自動で入りま
す。（その際に「power on」とアナウンスが流
れます）

②これで左右のイヤホン本体のペアリングが
成功となり、スマートフォン等のBluetooth
機器とのペアリング待機状態となります。
（その際に左側のイヤホン本体のLEDが赤
と青が交互に点滅します。右側イヤホン本
体はLEDは消えている状態です）

③スマートフォン側のBluetooth機能をONに
し、デバイス一覧から”TA-CI01TW”をクリッ
クします。

④”TA-CI01TW”が「接続済み」となり、イヤホ
ン本体とBluetooth機器との接続が完了し
ます。（その際に「connected」とアナウンス
が流れます。左側のLEDが赤で3回点滅し消
えます）

⑤左右のイヤホン本体のLEDが青く5秒間隔
で点滅します。（接続状態となります）

Bluetooth機能をONに
します。

デバイス一覧から
”TA-CI01TW”をクリック
します。

●電話に出る（着信応答）
着信時に、マルチファンクションボタンを1回押すと、電話に出ます。再度1回押すと電話を切ります。

●電話に出ない（着信拒否）
着信時に、マルチファンクションボタンを約2秒長押しします。

●音楽の再生・停止
音楽再生時に、マルチファンクションボタンを1回押すと、音楽を停止します。
再度1回押すと音楽を再生します。

●紛失・破損した場合
本イヤホンの片側もしくは両側、または充電ケースを紛失・破損された場合には有償にて対応いた
します。

●廃棄・処分する場合
本イヤホン及び充電ケースを廃棄・処分する場合にはお住まいの各自治体の廃棄・処分方法に従っ
てください。

●曲送り・曲戻し
音楽再生時、左側マルチファンクションボタンを2回早押しすると、曲の最初に戻ります。
曲の最初に2回早押しすると、再生している曲の1つ前の曲が再生されます。音楽再生時、右側マルチ
ファンクションボタンを2回早押しすると、再生している曲の1つ後の曲が再生されます。

●音量のUP/DOWN
音楽再生時、左側マルチファンクションキーを約2秒長押しすると、音量が1段階上がります。
音楽再生時、右側マルチファンクションボタンを約2秒長押しすると、音量が1段階下がります。
（1段階音量が上がる（下がる）際に「プー」という警告音が流れます）
最大音量まで上げると、「ピピ」と警告音が流れます。最小音量まで下げると何も聞こえません。
※スマートフォン等で表示される音量UP/DOWNのスライドバーは本操作と連動せず動きません。始めにスマートフォン
等で基本となる音量を設定した後、お好みで本操作をしてください。

●電源を切る
イヤホン本体の電源を切る方法は２つあります。

方法１：イヤホン本体を充電ケースに収納しますと、自動で電源が切れます。（イヤホン本体のLEDは
赤色に点灯します。もしイヤホン本体の充電が満充電であればイヤホン本体のLEDは赤色
に2秒点灯後、消えます）

方法２：イヤホン本体の電源が入っている状態で、イヤホン本体のマルチファンクションボタンを約5
秒間長押しします。（イヤホン本体のLEDが赤で3回点滅後、消えます。その際に「power off」
とアナウンスが流れます）

イヤホン仕様

ドライバーユニット： 
再生周波数帯域：
インピーダンス：
最　大　入　力：
音　圧　感　度：
充 電 接 続 口 ：

φ6mm
20hz～20kHz
16Ω
5mw
110db±3db
type-c

BLUETOOTH SPEC. ブルートゥース仕様

通　信　方　式： 
出　　　　　力：
最 大 通 信 距 離：
対応プロファイル：
対応コーデック： 
最大連続待受時間： 
最大連続再生時間： 
充 電 時 間：

イヤホン部バッテリー： 
B O X バッテリー：
技術基準適合照明番号：

BluetoothVer5.0+EDR
Bluetooth class２
見通し約10m
A2DP、AVRCP、HFP、HSP
SBC、AAC 
約200時間
約6時間 
イヤホン本体 約1時間
充電BOX 約1.5時間
2×50mAh リチウムポリマー
500mAh

TA-CI01TW

TA-CI01TW

【R（右）】【L（左）】

赤・青が交互に点滅
▼

赤く3回点滅
▼

青く5秒間隔で点滅

LR
接続時

デバイス
接続時

接続
完了時

消灯
▼

消灯
▼

青く5秒間隔で点滅

●イヤーピースを交換する

L

L



●イヤホンの充電方法
・イヤホン本体を充電ケースに収納すると、充電が開始されます。（その際にイヤホン本体のLEDは
赤で点灯します。イヤホン本体が満充電になると消えます）

・充電ケースを充電後、充電ケーブルを接続していない状態で、左右のイヤホン本体を同時に収納す
ると、充電ケースの前面LED表示が白く点灯します。（充電ケースからイヤホン本体に充電している
状態です）

・前面LED表示は充電ケースの電池残量の目安となっております。前面LED表示は4段階となってお
り、1つLED点灯であれば充電ケースの電池残量は約25％、2つLED点灯であれば電池残量は約
50％、3つLED点灯であれば電池残量は約75％、4つ点灯であれば電池残量は100%となります。

・本体を同時に収納しないと充電できません。

・例えば、左側イヤホン本体が満充電で、右側イヤホン本体が未充電の場合、左側の満充電イヤホン
本体を先に充電ケースに収納し、その後未充電の右側イヤホン本体を充電ケースに収納した場合、
充電されません。この場合、両方同時に充電ケースに収納するか、未充電のイヤホンを先に入れる
ことで充電は開始いたします。

●充電ケースへの充電方法
・付属のtype-C対応充電ケーブルを使用し、お手持ちのACアダプタもしくはパソコン等のUSBポート
と充電ケースを接続し充電してください。

・充電ケースへの充電中は、充電ケースの前面LEDが白く点灯・点滅します。

・充電ケースの充電が25％未満の場合、1つのLEDが白く点滅します。

・充電ケースの充電が25％から50％未満の場合、1つのLEDは白く点灯し1つのLEDが白く点滅します。

・充電ケースの充電が50％から75％未満の場合、2つのLEDは白く点灯し1つのLEDが白く点滅します。

・充電ケースの充電が75％から100％未満の場合、3つのLEDは白く点灯し残りの1つのLEDが白く点
滅します。

・充電ケースの充電が100％（満充電）になった場合、4つのLEDは白く点灯します。

・イヤホンをご使用中に、充電ケースへの充電も可能です。

●本製品を充電する際の注意事項
・本製品への充電は、お手持ちのACアダプタもしくはパソコンのUSBポート等と本製品とを付属の
TYPE-C対応充電ケーブルにて接続し充電してください。　※5V2A以内にて充電してください。

・一部モバイルバッテリ（携帯充電器）の急速充電機能（PD等）を利用し本製品を充電することは、絶
対におやめください。

・一部車のシガーソケットを使用したカーチャージャーを利用し本製品を充電することは、絶対にお
やめください。

充電方法

1．初めて本商品をご使用になる前に、取扱説明書を良くお読みください。

　また、取扱説明書は大切に保管してください。

2．初めて本商品をご使用になる前に、本商品を満充電してからご使用ください。

3．もし本商品を１か月以上しなかった場合は、充電してからご使用ください。

4．ペアリング時に接続Bluetooth機器上に本商品が表示されない場合、本商品がペアリング状態に
なっているかをご確認ください。３分以上ペアリングしない、接続しない場合、もしくはBluetooth
機器との距離が10m以上3分以上離れた場合、イヤホン本体は自動で電源が切れます。

5．イヤホン本体の電源が不足すると「ププ」と警告音がなりますので速やかに充電してください。

注意事項
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故障かな？と思ったら
●充電ケースに充電できません。
→本製品付属の充電ケーブルをご使用ください。他社製のスマートホンやタブレットに付属の充
電器は同じTYPE-Cですが、急速充電機能等がついており、本イヤホン充電ケースには対応して
おりません。

●片側のイヤホンが充電ケースに収納しても充電できません。
→イヤホンをある程度使用しますと、イヤホンの充電部（金属の接点）に汗や皮脂が付着し通電し
なくなることがあります。乾いた布等で充電部に付着している汚れを取り除いてください。

●片側のみ音が聴こえます。
→左右のイヤホン同士のペアリングが解除されていることがあります。
　本取扱説明書の表面”イヤホン本体のリセット方法”に従ってリセットしてください。
●Bluetooth機器にペアリングできません。
→ペアリング接続しようとしている機器以外にペアリングしたことはありませんか？
　例えば、普段スマートフォンでペアリング接続して使用していて、パソコンやタブレットにペアリ
ング接続しようとする場合、スマートフォンのBluetooth機能がONのままですと、スマートフォ
ンのほうに自動的にペアリングされ、パソコンやタブレットに接続できません。スマートフォン
のBluetooth機能を一度OFFにして、再度ペアリング接続をお試しください。

●音が途切れたり、接続が切れたりします。
→イヤホンと接続した機器（スマートフォン等）の間に障害物はありませんか？
　接続した機器が厚手の服のポケットやカバンの中、壁を隔てた隣の部屋にある等、使用状況に
より音声が途切れる場合があります。

　イヤホンと機器の位置関係を変えてみてください。
→接続した機器（スマートフォン等）のWi-Fiが「ON」になっていませんか？
　Wi-Fiが接続されているとブルートゥースの接続が不安定になる場合があります。
　Wi-Fi接続が不要な場合は、Wi-Fi機器を解除してみてください。
→本製品の電池残量が少なくなっていませんか？
　電池の残量が少ないと音声が途切れる場合があります。
　本製品の充電をしてください。
→その他下記もお試しください。
 ・ イヤホンとBluetoth機器の接続を一度解除し再度ペアリング（初期設定）しなおす。
 ・ イヤホンとBluetoth機器の接続を一度「OFF」にして再度接続しなおす。
 ・ 接続した機器（スマートフォン等）を再起動してみる。

Brand name : TANOSHI-KAISHA

Bluetooth イヤホンを使用していると、Bluetooth 機器と微弱な電波で接続しているた
め下記の環境でご使用の場合、『途切れ』『音飛び』等が発生する場合がございます。
「故障かな？と思ったら」とあわせて、ご参照ください。

●電磁ノイズによる場合
例）電車、送電線、掃除機、洗濯機、ドライヤー、IH炊飯器など
 ・ 高架下や線路脇など電車通過時に電磁ノイズが発生する場所
 ・ 道路、線路沿いの高圧線周りの電磁ノイズが発生する場所
→症状発生時には、上記電磁ノイズ発生場所から離れて使用してみてください。

●Bluetooth通信と同様の2.4GHz帯の電波による場合
例）Wi-Fiルーター、電子レンジ、コードレス電話、Bluetooth搭載機器家電、アマチュア無線など
 ・ 地下道、駅内（改札口、駅のホーム含む）などWi-Fiルーターが密集している場所
 ・ 無線免許を取得した施設、工場周辺
→症状発生時には、上記機器発生場所から離れて使用してみてください。

・本製品は「電波法技術基準」に適合していますのでご使用にあたり無線局の免許は不要です。


